
110号住居祉 (図81-83)

古墳時代の103号住居士ilに南壁を若

干切られるが、ほほ完掘しえた。

平面プランは4.90x6. 90mの中型の

隅丸長方形住居祉である。確認面から

の掘り込みは平均20cm前後と浅い。本

住居士!I:は焼失住居であり、床面ならび

に壁面はかな り焼け締ま った状況を呈

していた。柱穴は P1-P10を検出し

た。主 柱 穴 は P1 -P 4で短辺

1.80-2.00m・長辺3.00mの 4本長方

形配列である。P5は棟持柱であり、 P

6.7、P8・9は共に出入り口施設に関

連する二本一対の支柱である。 Pllは

貯蔵穴で、径50cm.深さ31cmをil!lJる。

炉は奥壁側柱穴問中央やや内側に位置

し、径70cm・深さ10cmほどの地床炉で

ある。床面よ り壷(1 )・饗(2・3)・

杯(4)・蓋(5 )・高杯(6 )が出土して

いる。聾(3 )は北陸系の土器であ り注

目される。
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(図84)

規模は桁行3間 ・

建物祉 1

梁行 1間であると考 ーマ。。。ο えられる。

マ

打。。

:v 

。P5 

桁行は総長7.60-

8.00m、梁行は3.00

⑧ 
mでやや不整な長方

形を呈する。柱穴は

_a 

平均径60-70cmで、深

きは50cm前後で、ある。

P2より弥生時代

_lL400.30m 

後期箱清水式期の高

この時代の所産

杯脚部が出土してお

り、

(1 : 80) 建物祉 1実測図図84

と把握 した。
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3 古墳時代前期の遺構と遺物

46号住居祉 (図87・88)

43・45号住居祉を切る。平面プラン

は3.80x 3. 50mの隅丸長方形住居祉で、

確認面からの掘り込みは15cmと浅く床

面は全体に軟弱である。柱穴は P1

-Pllまで検出しているが、明確な主

柱穴は不明。 P12は貯蔵穴で、 0.70X

1.00mの方形で‘深さ50cmを担l出 。明確

な炉は確認されていない。幅20cm'深

さ10cmほどの壁周溝が全周しており、

一部は間仕切り状に住居祉中央部に伸

びる。西側を中心に覆土中に炭化材と

多量の円礁が検出されている。円礁は

おそらく投棄されたものであろう 。炭

化材 の上にの った状況で若干の土器が

出土 している。
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図87 46号住居:W:笑浪IJ図 (1 : 80) 

一

/
/

2

一

s

h

一

/

/

一
三
五
一

一一

-一

噌

A
V

-
-

¥
 

一

三
戸
、
、

4

j
 

-一

人前、

、

一

‘、、

-
、¥

lOc m 

図88 46号住居祉出土土器笑測図 (1 : 4) 

46号住居祉
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106号住居枇 (図89・90)

住居祉北東側を古墳中期の98号住

居祉に切られ、1/2程を検出したのみ

である。平面プランは一辺5.40mほ

どの隅丸長方形住居祉と考えられる。

確認面からの掘り込みは15-20cmと

浅く床面は軟弱である。

壁際は幅1.00-1. 30m'高さ lOcm

ほどのベッド状の部分が全周するも

のと思われる。柱穴は P1-P9を検

出した。明確な炉は確認されていな

い。出土土器はいずれも住居枇中央

付近の床面上より 出土したものであ

る。

⑧ 同

〆 P 2 。
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図89106号住居祉実演IJ図 (1 : 80) 
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図的 106号住居祉出土土探実測図 (1 : 4) 

106号住居祉
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4 古墳時代中期以降の遺構と遺

物

5号住居祉 (図91・92)

7号・ 10号住居祉を切って構築され平

面プランは5.30x 5.40mの隅丸方形住居

祉である。確認面からの掘り込みは平均

30cm程で、床面は全体に軟弱である。主

柱穴は P1-P4で、やや不整な 4本方形

配列である。カマド等の施設は確認され

ていない。 P2・P4聞やや壁よりの部分

に径70cmほどの焼土の堆積があるが性格

は不明。住居祉西側の覆土上層より 、多

量の土器が投棄された状況で出土してい

る。図示した土器はすべて住居埋没過程

に投棄されたものである。

わ

5号住居祉
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図92 5号住居祉出土土器実証!IJ図 (1 : 4) 

5号住居祉土器出土状況
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12号住居祉 (図93・94)

弥生時代後期の11号住居祉を切って構築され、 9.60X10.50mほどの大型のやや不整な隅丸方形住居祉である。

確認面からの掘り込みは平均30cm前後と深い。床面は住居祉中央付近を中心に若干締ま った部分も認められたが、

全体に軟弱で‘不明瞭である。住居祉中央付近を中心に多数の柱穴を検出しているが、 主柱穴は掘り込み規模 ・配

置等の点から見て P1-P6のやや不整な 6本長方形配列が想定される。短辺3.30-3.50m'長辺5.70-5.80mでb

ある。炉は住居祉中央奥壁よりの部分に 2個検出されている。主炉は径50cm、副炉は30cmほどの地床炉である。

住居祉北西隅を中心に、幅1.40-1.80m・高き10cmほどのベッド状の高まりを検出している。形態がやや不整で、、

通常のベッド状遺構として把握しうるのかは不明である。また明確な規則性はないものの、各壁に直交する形で

住居祉中央方向に伸びる間仕切り溝を多数検出している。浮専の規模は長さ2.00m前後・幅20cm前後・深さ 5cm前

後である。 P7. P8は貯蔵穴と考えられ、 P7は内部より比較的多量の土器を出土している。
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12号住居祉

13・14号住居枇

13号住居士It 13号住居壮貯蔵穴
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13号住居祉 (図95・97)

古墳中期の14号住居祉を切って構築さ

れ、北東隅は調査区外となる。平面プラ

ンは一辺7.40mほどの隅丸長方形住居祉

である。確認面からの掘り込みは平均30

cm前後で、床面は全体に軟弱で‘不明瞭でい

ある。柱穴はP1-P14まで検出してい

る。主柱穴は P1-P3と考えられ、

4.40X5.10mの 4本方形配列と予想され

る。間仕切り構との関係から見ればP8・

P10も支柱となる可能性が高い。 P15は

入り口部に存在するピ ッ トで、1.00X

0.80m.深さ30cmを測る。貯蔵施設であ

るのかは不明。両脇に間仕切り溝を有す

る。住居祉中央奥壁寄りの部分に焼土の

堆積を確認したが、明確な地床炉ととら

えられるものではない。 P2・P3からそ

れぞれ壁に向けて、また P71の両脇に間

仕切り講を検出している。特に住居祉南

~ぷ; 5 

6 ¥TI 
~ 17 ~U 

図95 13号住居祉出土土器実測図 (l・ 4) 

西隅の一角は、 P14を囲むよ うに間仕切り 溝がめぐらされている。

14号住居祉 (図96-98)

13号住居e祉に西側を切られ、1/2ほどを検出したのみである。平面プラ ンは一辺8.40mほどの隅丸方形住居祉で

ある。床面は全体に軟弱なものであった。柱穴は P1-P8を検出している。主柱穴は P1・P2と考えられ、 一

辺4.00mほどの 4本方形配列が予想される。壁際には幅0.70-1.10m.高き 10cmほどのベッ ド状の部分がみとめ

られ、全周する可能性が高い。住居祉中央東寄りの部分に焼土の堆積が認められたが、明確な地床炉といえるも

のではない。床面ならびに覆土下層を中心に比較的多量の土器が出土している。

¥ . 
2 

図96 14号住居祉出土土器実測図① (1 : 4) 
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図98 14号住居祉出土土器実測図② (1 : 4) 

15号住居祉 (図99・100)

弥生後期の16号住居祉を切って構築される。平面プランは一辺7.30-7.40mの隅丸方形住居祉である。確認面

からの掘り込みは平均30cm前後で、床面は軟弱で、ある。柱穴は Pl-P23まで検出している。主柱穴は P1-P4 

で、 一辺3.80-4.20mほどの 4本方形配列である。間仕切り溝との関連よりすれば、 P5・6・19なども支柱とし

て考えられる。P24は入り口部のピットで、径1.00m・深き34cmを測り、両脇に間仕切り溝を伴う 。カマド脇に

存在する P25は0.80XO.90m.深さ25cmを測り貯蔵穴の可能性が高い。カマドは新旧の 2個が確認されている。

!日カマドは奥壁中央に位置し、その東側に新たに新カマドが構築されていた。

間仕切り溝は P3. P5・P6からそれ

ぞれ壁に向けて 1本づっ、 P24の両脇に

2本、ならびに P19から P24へ向けて小

規模なものが 1本検出きれている。壁周

溝は P3. P6の間仕切り溝から南壁側

に、また P5の間仕切り溝から P25まで

の住居祉北西隅に検出されている。幅15

cm前後 ・深さ10cm前後で、ある。北東隅は

16号住居祉との切り合いのため明確には

成しf与なかった。 15号住居祉

81 
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15号住居祉入り口部ピット・周溝
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(図101・102)17号住居祉
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② 弥生後期の16号住居祉を切っ

て構築され、住居祉南東隅は調

査区外となる。

平面プランは一辺5.80mほど

の隅丸方形住居社である。確認

面からの掘り込みは 5-10cm程

と浅い。床面は住居社中央付近

柱穴は Pl-P10まで検出し

が若干締ま っていたが、南側は

た。主柱穴は PI-P4で3.10X

不明瞭なものとなる。

3.40mの4本方形配列である。

K 398，40m 

~ 

ーム

。
奥壁側に検出された P5・P6な

なる支柱の可能性が考えられる。

らびに P7.P8はそれぞれ対に

Pllは貯蔵穴であろうか。

iι _lL 炉は奥壁側柱穴間中央やや内

よりのところに位置し、径30cm

(1 : 80) 17号住居祉実測図図101

-83-

ほどの地床炉である。
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図102 17号住居祉出土土器実視IJ図 ( 1・4) 

17号住居祉

25号住居祉 (図103)

古墳時代の10号住居祉に南 〈司

④ P L⑥ 側上層を切られ、北側は1/2ほ

どが調査区外となる。

平面プランは一辺6.00mほ

どの隅丸方形住居祉と考えら P4@O 
れる。確認面からの掘り込み

P 2⑥ ⑬P 3 

は平均30cmほどと比較的深い
Ji 

が、床面は全体に軟弱で、ある。

柱穴は P1-P4を検出した。

主柱穴は P1 -P3で、
~ 

2.80-3.00mの4本方形配列 。 2m 

と考えられる。柱穴の掘り込 __lL JL... 398. 70m 

みは50-60cmと深い。P1・p

2問中央に長径50cmほどの地

床炉が検出されている。

図103 25号住居枇笑isiJ図 (1 : 80) 
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26号住居祉 (図104・105)

弥生後期の38号住居祉を切って

構築され、古墳時代の69号住居祉

に上層を切られる。東壁側は掘り

込みが浅く壁の立ち上が りは確認

していない。西壁側の掘り込みは

平均20cm前後て‘ある。床面は全体

に軟弱で不明瞭である。

平面プラ ンは5.90X 5.50mの、

やや不整な隅丸方形住居士止である。
B 

柱穴は P1-P13まで検出 してい

る。主柱穴は P1-P4で、一辺

3.30mほどの 4本方形配列である。

P13は貯蔵穴と考えられ、 1.00X

0.90m'深さ37cmで、内部より饗・

高杯 ・王手などが出土している。
B 

カマドは奥壁中央に位置し70cm

ほどの袖部から確認されている。

燃焼部からは聾ならびに高杯が出

土している。煙道は確認されてい

ない。

26号住居祉カマド

!の

@ 

!の 。

図104 26号住居祉実isIJ図 (1 : 80) 

26号住居祉貯蔵穴
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26号住居祉

~çk:? ~-7. 

3 て 〆¥レイ

図105 26号住居社出土土器実測図 (1 : 4) 
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27号住居祉 (図106・107)

弥生後期の38号住居祉を切って

⑧ 
|可1

構築される。確認面からの掘り込

みは平均50cm前後と深い。床面は ぶミミぶ 1tl1
全体に軟弱である。

平面プランは6.00X5.50mの隅

丸方形住居祉である。柱穴は Pl
I { 11よ P 1 

LfJ -(W 。にて:ユ納、0¥A・

主

-P13までを検出した。主柱穴は 1111'9" ~ 悠号亨-ii1f-2i¥ ¥ s.' 

Pl -P4で一辺2.60-2.70mの - 11p:g |司

4本方形配列である。

カマドは奥壁中央やや西寄りの

ところに位置し、遺存度は良好で

ある。規模は両袖間外側で0.90m 主 ¥~吉Z壬~'tÇf-よJ雫、ご\ (r-a￥ー 」 ト寸11c_' 
12 

内側で0.30m、長さ0.90m、煙道

部の長さ1.20mである。燃焼部は
¥でさミ弘J作品川).... J lμ¥l fι(P 16iJ/ ]2_: 

フラ ットで床面より 若干高いレベ 蕊蕊蕊際線、、司 l問

lレにある。

P 14は径60cm.深さ30cmを測る。
。 2m 

工作ピ y トの可能性が高〈覆M SNh 
ーム398.80m A' 

より臼玉ならびに石製模造品の未

製品を出土している。 P15は入り

口部ピットで二段にわたる掘り込

みを有し、規模は上面で1.20X

1.90m、深さ55cmを測る。 ミY _lL__ B' 

東側壁際は幅50cm.深さ 10cmほ

どのベッド状の高まりが認められ、 蕊対

周溝によ って区画されている。

間仕切り議は P2-P4より 壁

に向けて各 1本づっ、 P15の東側
C 五二

に1本、西壁中央部分に 3本が検

出されている。壁周溝は全周して

おり、幅20cm.深さ 5cmほどであ

る。

カマド周辺より比較的多量の土 D D' 

器が出土している。ただし図示し

た須恵器は覆土中層よりの出土で

ある。

図106 27号住居祉実測図 (1 : 80) 
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27号住居祉

27号住居祉カマド

27号住居祉入り口部ピット
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図107 27号住居枇出土土器実測図 (1 : 4) 
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30号住居祉 (図108・109)

弥生後期の41号住居祉を切って構築される。確認面からの掘り込みは平均60cm前後と深い。床面は全体に軟弱

である。平商プランは5.40x 5. 70mの隅丸方形住居祉て‘ある。柱穴は P1-P7を検出している。主柱穴は P1-P

6で短辺2.90-3.OOm'長辺3.20-3.30mの6本方形配列である。 P8は 2段の掘り込みを有する入り口部ピット

で、内部にさらに 2本のピ ットを有する。上面での規模は1.60X1.00m、内部のピ ットの深さは60cm前後である。

カマドは奥壁中央やや西寄りのところに位置し、河原石を利用した石組カマドである。焚き口部の天井石が落ち

込んだ状況で検出された。規模は両袖間外側で1.00m、内側で0.40m、長さ1.00m、また煙道は長さ0.90mであ

る。燃焼部は若干掘り〈ぽめられるが床面とほぼ同ーのレベルである。支脚には河原石が利用されている。間仕

切り 溝は P1-3・5・6からそれぞれ壁へ向けて l本づつの 5本が検出されている。また奥壁側を除いて壁周溝

がめぐらされている。幅20cm・深き 15cm前後てがある。カマド周辺ならびに住居祉中央付近の床面上より、比較的

多量の土器が出土している。

。|

A 

B 

S B30 日⑨

O円

P 2 
q 

」生一

B 

E E' 

。 2m 

図108 30号 .41号住居祉実測図 (1 : 80) 
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30号 .41号住居祉

CLJ 
ヨ

3 

一寸
ノ

7

図109 30号住居祉出土土器実測図 (1 : 4) 
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30号住居祉カマド

31号住居主l上 (図110・111)

古墳時代の44号住居士止と切り合い、南東側は大半が調査区外 となり詳細は不明な部分が多い。確認而からの掘

30号住居士11:土器出土状況

り込みは平均10cm前後と浅く、床面は全体に軟弱である。平面プランは一辺8.00mほどのやや大型の隅丸方形住

居祉と予想される。主柱穴は掘り込み規模から Plと考えられるが商己列等詳細は不明。カマドは奥壁中央に位置す

るものと考えられる。規模は両袖間外側で1.10m、内側で0.40m、長さ 1.30mである。燃焼部はフラッ トで床面

とほぼ同一レベルである。住居祉北東隅に高さ 10cm前後の不整形なベッ ド状の高まりが検出されており、この部

分より子持勾玉が 1点出土 している。

q 叫

S B44 
Ji 

、、
‘
 

‘. 

、、、、

...lL ..ll二 398.90m

o 
'='= 

2m 

ーム ム;ー

図110 31号.44号住居祉実測図 (1 : 80) 
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図111 31号住居枇出土土器実測図 (1:4) 
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31号住居士I~

36号住居祉床面同機検出状況

36号住居祉

94-

31号住居祉カマド



36号住居祉 (図112・113)

古墳時代の47号住居祉を切って構築されるが、 北西側は上層を51号住居祉に切られる。確認面からの掘り込み

は平均40cm前後と深いが、床面は全体に軟弱である。平面プランは7.30X7.50mのやや大型の隅丸方形住居祉で、

ある。柱穴は P1-P18までを検出している。主柱穴はP1-P4で4.00X4.20mの4本方形配列である。間仕切

り溝との関連よりすればP5も主柱の一部となる可能性がある。 P19は二段にわたる掘り込みを有する入り口部

ピットで、 O.90xO.70m'深さ28cmを測る。カマドは奥壁中央に位置する。規模は両袖間外側でO.80m'内側で

1.25m'長さl.OOmで、あ る。またO.50mほどの煙道も確認している。北壁と東壁際には幅l.OOm前後 ・高さ10cm

ほどの、また南壁際には幅30cm・高き 10cmほどのベッド状の高まりを検出している。間仕切り溝は P1.P3から

壁に向けて各 1本、 P2から壁に向けて 2本、 P1・P5聞に l本、東壁中央付近に l本の計 6本を検出してい

A 

B 

o 2m 

A 

10 

0 

S B 36 

|ロ

υ! 

⑧ 

。P6 A_' 

B' 

υ| 

」全-399.50m 

..lL ---'L:. 

図112 36号 ・47号住居祉実測図 (l・80)
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る。東壁中央に位置する間仕切り溝と P3よりのびる間仕切り溝によ って区画されたベッド状部分からは、大量の

石製模造品の未製品が出土している。いずれも製作工程上の同一過程のもので、本住居祉は工房祉もしくは工人

の住居と言っ た性格も想定される。ベ ッド状部分を除く住居祉中央部の床面上には明賞燈色砂質土にまじえて問

機が敷きつめられたような状況で検出されている。このうえに板材等を敷設して床面とした可能性も考えられる

が性格不明で、ある。いずれにしても大量と出土した石製模造品の未製品とともに、本住居祉の特殊性を示す施設

ととらえられよう 。覆土上層からは炭化材・円喋とともに比較的多量の土器が、本住居の埋没過程に投棄された

状況で出土している。図示した土器のうち (1)-(9)は床面ならびにカマド周辺より出土したもの、(10)-(19) 

は覆土上層より出土したものである。

に~， 2 ~ 

ヒユJ
10 LD. 
¥午ィζ-
図113 36号住居祉出土土器実淑IJ図 (1 : 4) 
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37号住居祉 (図114・115)

弥生後期の38号住居祉を切っ

て構築さ れ、東側1/3ほどが調査

区外となる。確認面からの掘り

込みは平均50cm前後と深い。床

面は全体に軟弱である。平面プ

ランは6.20X6.30mの隅丸方形

住居枇で、ある。柱穴は P1-P7 

を検出し ている。主柱穴は P1

-P3で3.20X3.30mの 4本方

形配列と考えられる。 P8は入

り口部ピ ットで深き34cmを測る。

両脇に間仕切り講を伴う可能性

が高い。カマドは奥壁中央に位

置し、焚き口部に石組を有する

石組カマドである。石組はほぼ

そのままの状態で検出されてい

る。規模は両袖間外側で1.10m、

内側でO.40m、長さ1.10mであ

る。またl.OOmほどの煙道も検

出きれている。燃焼部は若干掘

りくほめられるが、床面とほぼ

同ーのレベルである。支脚に転

用された高杯が、倒立した状態

で出土している。カマドよ り西

A 

立

A 

IH 

B 

叫

。P6 

， ， 

B 

。

司

④ 

一企-398，60m 

一旦二

図114 37号住居祉実測図 (1 : 80) 

37号住居祉
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側の奥壁際から西壁にかけては、幅50cm前後・高き 10cmほどのベッド状の高まりが認められ、特に奥壁側は内側

この部分より饗 ・高杯 ・杯等が集中しにも周溝がめぐらされている。またカマドの東側は若干掘り〈ぽめられ、

て出土している。間仕切り 滞在は Plから壁に向けて 2本、 P8の西側に 1本、西壁中央やや北よりのところに l本

の計 4本が検出されている。壁周溝はカマド付近を除いて全周している ようで、幅15cm・深さ 5cm前後である。

住居右上中央やや北寄りのところに計30cmほどの焼土の堆積が確認されている。
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(1 : 4) 37号住居祉出土土器実測図
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37号住居祉カマド

39号住居祉 (匡1116・117)

平面プラ ンは3.90X3.80mの小型隅丸方形住居此であ

る。確認面からの掘り込みは北壁側で平均30cm前後とや

や深いが、南壁側は他遺構との切り合いもあり、壁の立

ち上がりはf確認していない。床面は全体に軟弱で、ある。

柱穴は P1-P5を検出している。 P1. P2等は主柱穴

の可能性が考えられるが、柱穴配列等詳細は不明である。

P6は貯蔵穴の可能性が高〈、深さ24cmを測る。炉、カマ

ド等の施設は確認されていない。西壁~南壁にかけては

幅20cm・深さ10cm前後の壁周溝が認められるが、全周は

しない。聾 ・:斥 ・高坪等が出土している。

44号住居祉 (図110・118)

古墳時代の31号住居祉と切り 合い関係がある。平面プ

ランは一辺5.00mほどの隅丸方形住居祉と予想される。

確認而からの掘り込みは北壁側で平均25cmであるが、南

壁側は浅く壁の立ち上が りは確認 していない。床面は全

体に軟弱で、不明瞭で、ある。柱穴は P1を確認したのみで、

柱穴配列等詳細は不明である。炉 ・カマド等その他の施

設も確認していない。

47号住居主~: (図112)

古墳時代の36号住居祉に切られる。平面プランは

3.00X3.70mほどの小型の隅丸長方形住居祉である。確

-99-
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図116 39号住居祉実測図 (寸 :80) 
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47号住居祉

¥ι;戸
図117 39号住居祉出土土器実測図 (1 : 4) 

¥ιz 

図118 44号住居祉出土土器笑調IJ図 (1 : 4) 

。 lOc m 
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認前からの掘り込みは平均20cmほどで、床面は全体に軟弱で、ある。柱穴は Pl・P2を検出 しており、 4本長方形

の配列が考えられる。幅20cm・深さlOcmほどの壁周溝が全周するようである。出土土器が少なく時期比定は困難

であるが床面より鉄亜鈴型の土鈴が出土している。
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図119 50号住居祉実測図 (1 : 80) 

50号住居祉 (図119・120)

50号住居祉

南東側は大半が調査区外となり、 1/4ほどを検出したのみである。確認面からの掘り込みは平均30cmほどで、床

面は全体に軟弱である。平面プランは一辺4.20mほどのやや小型の隅丸方形住居士I1:と予想、される。柱穴は Pl.P 

2を検出している。主柱穴は P1と考えられるが、柱穴配列等詳細は不明である。カマドは1/2ほど確認できた。

奥壁中央に位置するものと考えられ、規模は両袖間外側で0.60m、内側で0.20m、長さ0.60mほどと予想される。

壁際は全体に幅50cm・高さ10cmほどのベッド状の高まり が認められる。また西壁には 2本の間仕切り溝も確認さ

れている。

カマドの西側ならび、に住居士I1:北西隅の床面上より比較的多量の土器が出土している。

」JJ 
G lOc m 

図120 50号住居祉出土土恭実測図 (1 : 4) 



50号住居祉カマ ド

50号住居祉土器出土状況

51号住居祉
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51号住居社 (図121・122)

弥生後期の40号 048号・ 52号住居祉ならびに古墳時代の36号住居祉の上層を切って構築される。ただし検出時

の不明瞭さから36号住居祉の調査を先行してしまい、住居祉南東隅は一部破壊してしまった。確認面からの堀り

込みは平均20cm前後で、床面は全体に軟弱で、不明瞭で、ある。平面プランは7.90X8.30mの大型の隅丸方形住居祉

である。柱穴は P1-P7まで検出している。主柱穴は P1-P4で、 3.50X4.00mの 4本長方形配列と考えられ

る。カマドの横にある P8は貯蔵穴と考えられ、長径0.90mo深さ0.90mを測る。 P9は二段にわたる掘り込みを

有する入り口部ピ ットで、上面は1.70X 1.80m・深さ24cmを測る。カマドは奥壁中央やや西寄りのところに位置

する。規模は両袖間外側で0.70m、内側で0.30m、長さ0.90mで、ある。燃焼部には高杯を支脚に転用している。

間仕切り溝は P4から壁へ向けて 2本、 P2から壁へ向けて直交する形で3本検出されている。また西壁には周溝

が認められる。幅20cm・深さ10cm前後で、ある。
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図121 51号住居祉実測図 (1 : 80) 
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図122 51号住居祉出土土器実測図 (1 : 4) 
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54号住居祉 (図123-126)

住居祉南東隅は1/4程が調査区外となるが、他遺構との切り合い関係はない。確認面からの掘り込みは平均50cm

前後と深い。床面は住居士止中央付近を中心に部分的に固く締まったところが認められたが、全体に軟弱で不明瞭

である。平面プランは7.80X8.50mの大型の隅丸方形住居祉である。柱穴は P1-P19まで検出している。主柱

穴は P1-P3で、 一辺4.50mほどの 4本方形配列と考えられる。P20は貯蔵穴と考えられ、1.40X1.50m・深さ

70cmをiRlJる。炉は奥壁側柱穴問中央やや内寄りのところに位置し、径70cm・深さ 5cmほどの地床炉である。間仕

切り溝は Pl. P3から壁に向けて各 1本、 P2から壁に向けて 2本、北壁中央に 2本、西壁中央に 2本の計 8本

が検出されている。また北壁中央から西壁にかけてと東壁には、それぞれ壁周溝がめぐらされる。幅15cm'深き

5 cm前後で、全周はしない。住居祉南東隅ならびに北東隅の床面上より、高杯を中心に多量の土器が出土している。
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図123 54号住居祉実視IJ図 ( 1・80)
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図124 54号住居祉出土土器実測図① (1 : 4) 
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55号住居祉 (図127-132)

住居祉北側の1/3ほどを検出したに過ぎず大半が調査区外となる。住居祉北東隅の上層を平安時代の56号住居

祉に切られる。確認面からの掘り込みは平均30cmほどと深い。床面は全体に軟弱で不明瞭なものである。平面プ

ランは一辺10.20mほどの大型の隅丸方形住居祉と予想、される。主柱穴は P1. P2と考えられ一辺5.80mほどの

4本方形配列と考えられる。奥壁側柱穴間中央やや内よりのところに地床炉を確認している。間仕切り溝は P1 

から壁に向けて l本、 P2から壁に向けて直交する形で2本、奥壁中央やや東寄りのところに 2本の計5本を検出

している。壁際には幅25cm・深さ10cm前後の壁周携が存在し、全周するものと考えられる。

奥壁際を中心に床面より若干浮いた状況できわめて多量の土器群が出土している。住居土u:廃絶後の比較的短期

間の内に一括して投棄されたものと考えられる。
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図127 55号住居祉実測図 (1 : 80) 
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図129 55号住居祉出土土器実演IJ図① (1 : 4) 
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図130 55号住居祉出土土器実測図② (1 : 4) 
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図131 55号住居社出土土器実測図③ (l : 4) 
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57号住居祉 (図133-135)

弥生後期の97号住居祉、古墳時代の62号住居祉を切って構築される。確認面からの掘り込みは奥壁側で"30cm前

後、南壁側て;'15cm前後てある。床面は全体に軟弱で不明瞭で、ある。平面プランは5.10X4.70mの隅丸方形住居祉

である。柱穴は P1-P6まで検出している。主柱穴は P1-P4で2.40X2.30mのやや不整な 4本方形配列であ

る。P7は 2段にわたる掘り込みを有する入り口部ピットで、深さ60cmを測る。カマドは奥壁中央やや西寄りのと

ころに位置し、焚き口部に石組を有する石組カマドである。石組はほぼ原形を保った状態で検出されている。規

模は両袖間外側でO.60m、内側でO.30m、長さO.80mである。また長さO.90mほどの煙道も検出されている。カ

マド東側の奥壁際に、高王手 ・1不類を中心に多量の土器群がほほ原位置を保った状況で出土している。
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図133 57号住居祉実測図 (l : 80) 
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57号住居祉

57号住居社カマド ・土器出土状況

57号住居祉土器出土状況
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59号住居祉 (図136・137)

弥生後期の61号住居祉を切って構築される

が大半が調査区外となり詳細は不明である。

確認面からの掘り込みは平均30cm前後と深い

が、床面は全体に軟弱で・不明瞭である。平面

プランは一辺8.70mほどの大型の隅丸方形住

居祉と予想される。 P1は主柱穴と考えられ

るが柱穴配列等詳細は不明である。 P2は二

段にわたる掘り込みを有する入り口部ピット

で、上面で1.00X1.10m・深さ54cmを測る。

その他の施設は不明である。
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」主ー

。

図136 59号住居祉実測図 (1 : 80) 
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図137 59号住居祉出土土器実測図 (1 : 4) 
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66号住居祉 (図138・139)

弥生後期の67号住居祉を切って構築される。確認面からの掘り込みは平均60cm前後と深いが、床面は全体に軟

弱で不明瞭である。平面プラ ンは6.50x 6. 90mの隅丸方形住居枇である。柱穴は P1-P5までを検出している。

主柱穴は P1-P4で3.30X3.50mの 4本方形配列である。P5も間仕切り 溝との関連より すれば支柱となる可能

性が高い。P6は二段にわたる掘り込みを有する入 り口部ピ ットで、径80cm、深さ60cmを測る。両脇に二本の間仕

切り 溝を伴う。 カマドは奥壁中央に位置し 2個検出されている。西側のものを破壊して東側のカマドにっくりか
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図138 66号・ 67号住居祉実測図 (1 : 80) 
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えている。東カマドの規模は両袖間外側で1.10m、内側で0.30m、長さ 1.10mである。また長さ1.20mほどの煙

道も検出きれている。両ネ111先端にそれぞれ河原石が検出されており、カマド構築材の一部である可能性が高い。

燃焼部はフラ ットであるが、床面より高いレベルである。 P1・P2問中央やや内寄 りのところに径30cmほどの焼

土の堆積が検出されている。間仕切 り溝は P1・P2の内側に壁に向けて各 1本、 P4. P5から壁に向けて各 1

本、 P6の両!協に 2本の計 6本が検出されている。また、奥壁側のカマ ド周辺を除き壁周溝が全周 している。幅20

cm、深さ10cm前後て‘ある。カマド周辺を中心に床面より若干浮いた状況で、 比較的多量の土器が出土している。

66号住居祉

- 123 
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69号住居祉 (図140-143)

当初単独の大型住居祉と予
知

想し調査を進めたが、調査の ④ 
進行に伴い内部に他の 2軒の にJP1 包P3 

住居祉を検出するに至った。 込 『』ーで対

~ 〆 ~--

以下この 3軒の住居祉につい 〆
I 
1 

て69A・B.C号住居祉とし

て記述する。 P 2 

ζ~ 69A号住居祉 (図140) 。P4 

平面プランは、 9.70x 9 .20 
l同 l企.

A 
mの大型の隅丸方形住居祉で

ある。確認面からの掘り込み

は平均50cm前後と深いが、床
p: 。 2m 

~ 

面は全体に軟弱で不明瞭であ
一企_398. 90m ム:ー

る。本住居祉に直接伴う柱穴

としては P1-Pllがある。

主柱穴は P1-P4で、5.40X

5.20mの4本方形配列である。 図141 69B号住居祉実測図 (1 : 80) 

P8 . Pllなどは掘り込み規
l。

模の点より、柱穴問中央に位 ~ 

置する支柱穴と考えられる。 。
P12は入り口部ピ ッ トと考

P 1 

えられ、径80cm・深さ45cmを A 

測る。カマドは奥壁中央やや

東寄りのところに 2個検出き

れている。西側のカマドを壊

して東側のカマドにっく りか

えている。東側カマドの規模

は両袖間外側で1.10m、内側
蕊ぎF ~ ¥VJP  6 P 7 

で0.50m、長き1.60mである。ぶ-r. p 

また長さ0.70mほどの煙道も
。 2m 

検出されている。燃焼部は平 」生一 ム-398. 10m 
後級協~倣働問~- ~型~

坦で、支脚に転用されたと考

えられる高杯が、倒立した状

況で出土している。また燃焼

部は床面より若干高いレベル

にある。西側カマドは長さ

0.90mほどの煙道部を検出し 凶142 69C号住居祉実j則図 (1 : 80) 
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たのみである。間仕切り溝は P1.P7問中央に壁へ向けて 3本、 P3・P8間に壁に向けて l本、 P3の両脇に 2

本、 P2から墜に向けて l本の計 7本を検出している。奥壁ならびに西壁際には、 l隔15cm・深さ10cm前後の壁崩講

を検出しているが全周はしない。

69B号住居祉 (図141)

平面プランは6.00X5.00mのやや不整な隅丸方形住居祉で、床面は全体に軟弱で不明瞭である。柱穴は P1~ P 

4を検出しているが、柱穴配列等は不明である。間仕切り溝との関連から Pl. P2などは、 主柱も しくは支柱穴

の可能性が考えられる。両脇に間仕切り溝を伴う P5は入り口部ピットで、径50cm・深さ36cmを測る。間仕切り溝

はこの P5の両脇に 2本、西壁側に 3本の計 5本が検出されている。カマド等その他の施設は維認されていない。

69C号住居祉 (図142)

平面プランは5.20X4. 70mの小型の隅丸方形住居祉で、床面は全体に軟弱で不明瞭である。柱穴は Pl-P7を

検出している。主柱穴は Pl-P4の 4本方形配列と考えられる。住居北東隅に不整な掘り込みを有するが性格は

不明である。カマド等その他の施設は確認していない。

て。

」ι」 ¥よーf

5 

図143 69号住居祉出土土器笑捌IJ図 (1 : 4) 
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(図144・145)70号住居祉

また一部が調査区外となるため詳細は不明な部分が多い。確認面からの掘り込大半を暗渠によって破壊され、

みは平均10cm前後と浅く、床面は全体に軟弱で不明瞭で、ある。平面プランは一辺8.20mほどの大型の隅丸方形住

居祉と予想される。柱穴は Pl-P7まで検出している。主柱穴となるのは P1-P4と考えられ、一辺5.00mほ

どの 6本方形配列と予想、される。 P8は入り口部ピットで深さ30cmを測る。間仕切り溝は西壁に 3本、 P8の両脇

カマド等その他の施設は確認されていない。

⑧ 
'-.... 

に2本の計5本を検出している。
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72号住居祉 (図146・147)

古墳時代の74号住居祉を切って構

築されるが、大半が調査区外となり

詳細は不明である。確認面からの掘

り込みは平均25cm前後で、床面は軟

弱である。平面プランは隅丸方形住

居祉と予想されるが、規模は不明で

ある。住居祉北西隅から西壁際にか

けて、幅20cm'深き lOcmほどの壁周

溝が検出さ れている。カマド柱穴等

その他の施設は確認されていない。

奥壁際の床面上より甑と鉢が出土し

ている。

74号住居祉 (図146・148)

弥生後期の73号住居祉を切って構

築されるが、古墳時代の72号住居祉

に切られる。またかなりの部分が調

査区外となり、詳細は不明な部分が

多い。確認面からの掘り込みは平均

50cm前後と深いが、床面は全体に軟

弱で不明瞭である。平面プランは一

辺6.40mほどの隅丸方形住居祉と予

想される。柱穴は Pl-P8が検出さ

れている。主柱穴は Pl.P2と考え

られ、一辺2.90mほどの 4本方形配

列と予想される。P3.P5なども支

柱穴と考えられよう。

司
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図146 72・73・74号住居祉実測図 (l : 80) 
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カマドは奥壁中央に位置する。規模は両袖間外側で1.00m、内側で0.30m、長さ0.90mである。また長さ0.60

mほどの煙道も検出されている。カマド前面に径50cmほどの硬化した焼土の堆積を確認している。一般の地床炉

と同ーの機能を想定すべきか不明であるが、一応炉と判断した。また P9は内部に炭化物・焼土が充満した状況で

検出されており、カマドもしくは炉に伴う施設と想定される。間仕切り溝は Plから壁へ向けての 1本が検出され

ている。また住居祉北西隅から西壁際に幅20cm.深さ 10cm前後の壁周溝が検出されているが、全周はしない。カ

マド内ならびにカマド周辺を中心に比較的多量の土器が出土している。

。 lOc m 

図147 72号住居祉出土土器実測図 (1 : 4) 
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図148 74号住居社出土土器実測図 (l : 4) 



75号住居祉 (図149・150)

弥生後期の82・83号住居祉を切って構築されるが、古墳時代の81号住居祉に切られる。確認面からの掘り込み

は平均50cm前後と深いが、床面は全体に軟弱で不明瞭なものである。平面プランは9.50X9.40mの大型て、やや不

整な隅丸方形住居祉である。柱穴は P1-P11までを検出している。主柱穴は P1-P3と考えられ、 5.50x 4.80 

mの4本方形配列と予想される。間仕切り溝との関連よりすればP4・P5も支柱となる可能性が高い。カマドは

奥壁中央やや西側のところに位置するが、ほとんど破壊きれた状況で燃焼部の焼土の堆積をかろうじて確認した

にとどまる。間仕切り溝は P1から壁に向けて直交した形で 2本、 P2・P5から壁に向けて各 1本、カマド前面

に2本、西壁中央に 2本、住居祉南西隅に 3本の計11本を検出している。また住居士l上北西隅から西壁にかけての

壁際に幅20cm'深さ10cm前後の壁周溝を検出しているが全周はしない。
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図149 75号住居祉実測図 (1 : 80) 

-132-

⑧ 

。P2 

2m 

ム~ 399，90m 



74号住居祉

74号住居祉カマド

75号 .81号住居祉

-133-



ザザwvvh

u・，i.~帆

t¥:.:， A¥ ... 

d
h
 

wwA 

4
噌

7 
。 lOc m 

図150 75号住居祉出土土器実測図 (1 : 4) 
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76号住居祉 (図151・152)

弥生中期の102号住居祉を切って構築される。確認面からの掘り込みは平均50cm前後と深いが、床面は全体に軟

弱で不明瞭で、ある。

平面プランは8.10X8.60mの大型の隅丸方形住居祉で、ある。柱穴は P1-P20まで検出している。主柱穴はP

1 -P4で、 5.10X5.30mの4本方形配列と考えられる。P5-P12も、間仕切り溝との関連よりすれば本住居祉

に伴う支柱として把握できょう。

カマドは西壁中央と北壁中央に 1個づっ検出きれている。西側カマド規模は両袖間外側で1.20m、内側で0.50

m、長さ 1.10m、煙道長1.50mである。北側カマドは袖部が破壊された状況であったが、規模は両袖間外側で0.80

m、内側で0.40m、長き1.30mほどと推定される。また長さ1.20mほどの煙道を検出している。ともに燃焼部は

フラットで、床面とほぼ同ーのレベルである。 北側のカマドを破壊して、西側のカマドにっ くりかえたものと推

定される。住居祉中央付近には、径50cmほどの焼土の堆積を 2個確認しており、ともに地床炉と考えられる。

P21・22はそれぞれ入り口部ピットと考えられ、カマドのっくりかえにともない新たに P22が設置きれたもの

であろう 。P21は径70cm.深さ23cm、P22は径80cm・深き38cmを測り、ともに両脇に間仕切り講を伴う 。

間仕切り溝は確実なものとしては、 P1・P2. P4からそれぞれ壁へ向けて直交する形で各 2本、 P3・P5・

P6・P8. P9 . P12からそれぞれ壁へ向けて各 1本、 P21. P22の両脇に各2本の計16本が検出されている。

壁周溝はカマド付近と東壁中央付近を除いてはぽ全周 し、幅20cm・深さ10cm前後である。

壁際を中心とした床面上より杯類を中心として比較的多量の土器が出土している。
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80号住居祉 (図153・154)
総闘い にあ b '¥.1-11 

古墳時代の98号住居祉を切っ

て構築される。確認面からの掘

り込みは平均20cm前後と浅く床 2押収山 ⑤ P 2 ¥¥ ji' 

面も全体に軟弱で不明瞭で、ある。 。P 5 

平面プランは5.90X5.50mの ⑬ 
隅丸方形住居祉である。柱穴は

P1 -P13を検出した。主柱穴
蕊~ ¥ ¥ 

は P1-P4で3.80X3.50mほ

どの、不整な 4本方形配列であ

る。カマドの西側に位置する P

14は貯蔵穴と考えられ、内部の
レ~‘

ピットの深さは50cmを測る。 10 

カマドは奥壁中央やや東寄り K399.70m 

のところに位置し、規模は両袖

間外側で0.90m、内側でO.30m、

長さ O.90mである。住居祉北西
__!1一 ....!L_ 

隅から西壁中央部の壁際にかけ

ては、幅60cm高さ 10cmほどのべ

ッ ド状の高まりが検出されてい
_c_ c" 

る。 。 2m 
.""...""""""""...""""""""""""""""， = 

図153 80号住居士!l:実視IJ図 (1 : 80) 

80号住居祉

へい」ノ
図154 80号住居士d:出土土器ー実誤IJ図 (1 : 4) 



81号住居祉 (図155・156)

古墳時代の75号住居祉を切って構 〆ユハ ∞| 

築されるが、南東側1/3ほどは調査区

外となる。確認面からの掘り込みは

← u 。平均70cm前後と深いが、床面は全体
P 2 

@ 
に軟弱で不明瞭である。平面プラン

は6.30x 6. 70mの隅丸方形住居枇てο

ある。柱穴はP1-P6まで検出して 。
いる。主柱穴は P1-P3で3.50X 。ノP 4 
4.10mの 4本方形配列である。P3 〆づ~

から壁へ向けてのびる講を壁周溝と

すれば、南側へ住居祉の拡張が行な
〆'目、、r 

われている可能性があり 、当初はP t 、、，

1 -P4の主柱穴配列とも考えられ
/ 

ノ

る。カマドは奥壁中央やや東寄りの 一一一一一←一一一一

ところに位置し、規模は両袖間外側 ∞1 
。 2m 

でl.30m、内側で0.30m、長さl.00
」生一 A' 一一_399，40m

mである。住居祉中央付近に焼土の

堆積が2箇所確認されており地床炉

の存在した可能性がある。西壁際に

は壁周溝が検出されており、幅20cm、 C c' 

深さ10cm前後である。全周はしない。 放後級協
カマド ・カマド周辺より比較的多量

の土器が出土した。 図155 81号住居祉実測図 (1 : 80) 

81号住居社・カマド
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図156 81号住居祉出土土器実調IJ図 (1 : 4) 

86号住居祉 (図157・158)

弥生後期の90号住居祉の上に構築され、古墳時代の89号住居祉に切られる。 遺構の切り合いが激しく詳細は

不明な部分が多い。確認面からの掘り込みは平均20cm前後と浅く、床面は全体に軟弱で、ある。平面プランは一辺

9.30mほどの大型の隅丸方形住居士!l:と考えられる。柱穴は 2本検出されているが主柱穴配列等の詳細は不明で、あ

る。カマドは奥壁中央やや東寄りのところに位置し、両袖間外側で1.20m、内側で0.40m、長さ1.00mほどの規

模である。カマドの西側に1.20X1.10mほどの貯蔵穴が存在し深さ78cmを測る。その他の施設は確認されていな

い。かなり多量の土器が出土しているが、

本住居祉調査過程にて89号住居祉との切り

合い関係が判明したため、同住居祉の土器

が混在している可能性が高い。

89号住居祉 (図157)

弥生後期の90号住居祉、古墳時代の86号

住居祉を切って構築きれる。他遺構との切

り合いが激しく詳細は不明な部分が多い。

確認面からの掘り込みは平均50cm前後と深 86号・ 89号・ 90号住居祉
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いが、床面は全体に軟弱で、不明瞭で、ある。平面プランは8.00X7.50mほどの隅丸方形住居祉である。柱穴は多数

を検出しているが、主柱穴と考えられるものは P1-P4で5.00x 4.40mほどの 4本方形配列と考えられる。カマ

ドは奥壁中央に位置し、規模は両袖間外側で1.10m、内側で0.50m、長さ0.80mほどである。間仕切り溝は確実

なものとして、 P3から直交する形でのびる 2本を確認したに過ぎない。西壁際に壁周溝が存在する可能性がある

が詳細は不明である。

⑧ 

円。@h • 

(図159・160)

古墳時代の96号 ・108号・ 109号住居祉を

88号住居祉

切って構築されるが、南東側は大部分が調

査区外となり詳細は不明な部分が多い。確

認面からの掘り込みは平均20cm前後と浅く、

床面は全体に軟弱で、不明瞭で・ある。平面プ

ランは一辺6.60mほどの隅丸方形住居祉と

予想きれる。柱穴は P1・2を検出したが、

主柱穴は P1と考えられる。柱穴配列は不

カマドは奥壁中央付近に位置するもの
。

明

と考えられ規模は両袖間外側で0.80m、内

2m 。カマド前側で0.30m、長さ0.90mである。

面にかなり広範に焼土の堆積を確認してい

A. 
399，80m 

A るが性格不明である。間仕切り溝は西壁中

央付近に 2本を検出した。奥壁から西壁に

かけて幅15cm'深さ 10cm前後の壁周溝を検

出したが全周はしない。

(1 : 80) 88号住居祉笑islJ図

2 

図159

KQi l||ll 

川 !jj
¥判lljん

lOc m 。

(l : 4) 88号住居枇出土土器実視IJ図
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